
令和７年度茨城県後発医薬品使用促進事業実施要綱 

 

 （目 的） 

第１条 政府では、患者負担の軽減や医療保険財政の改善の観点から後発医薬品の使

用促進を進めており、「医薬品の安定的な供給を基本としつつ、後発医薬品の数量

シェアを 2029 年度末までに全ての都道府県で 80％以上」とする主目標とともに、

「2029 年度末までに、バイオシミラーが 80%以上を占める成分数が全体の成分数の 

60%以上」及び「後発医薬品の金額シェアを 2029 年度末までに 65％以上」とする副

次目標が示されているところである。 

また、後発医薬品の使用促進に向けて策定された「後発医薬品のさらなる使用促

進のためのロードマップ」（平成 25 年４月５日）は、「安定供給の確保を基本とし

て、後発医薬品を適切に使用していくためのロードマップ」（令和６年９月 30 日）

として改訂され、ロードマップの別添として「バイオ後続品の使用促進のための取

組方針」（令和６年９月 30 日）が新たに策定されたところである。 

本要綱は、後発医薬品の使用促進のための事業を実施し、本県において、これら

の主目標及び副次目標を達成することを目的とする。 

 

 （実施主体） 

第２条 実施主体は、薬務課とする。 

 

 （実施期間） 

第３条 令和７年４月１日から令和８年３月 31 日までとする。 

 

 （事業内容） 

第４条 薬務課の事業内容は、次の各号に掲げる事項とする。 

 (1)茨城県後発医薬品の使用促進検討会議の開催 

 (2)後発医薬品の使用に係る実情把握 

 (3)後発医薬品の普及啓発 

 (4)その他後発医薬品の使用促進に係る事業 

 

   付 則 

 この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 



令和７年度茨城県後発医薬品の使用促進検討会議開催要項 

 

 （目 的） 

第１条 茨城県内の後発医薬品の使用促進に係る課題及び地域の実情に応じた環境整備に関する

方策を検討することを目的に、茨城県後発医薬品の使用促進検討会議（以下「検討会議」という。）

を開催する。 

 

 （検討事項） 

第２条 検討会議は、次の各号に掲げる事項について必要な検討及び整理を行う。 

 (１) 後発医薬品の使用促進に係る実情把握に関すること 
 (２) 後発医薬品の普及啓発に関すること 

 (３) 後発医薬品の使用促進に係る事業に関すること 

 

 （検討会議の構成員） 

第３条 検討会議の構成員は以下のとおりとし、構成員のうち１人を座長として選出する。 

 (１) 一般社団法人茨城県医師会の代表       

 (２) 一般社団法人茨城県病院協会の代表       

 (３) 公益社団法人茨城県歯科医師会の代表      

 (４) 公益社団法人茨城県薬剤師会の代表 

 (５) 一般社団法人茨城県病院薬剤師会の代表 

 (６) 茨城県医薬品卸業組合の代表        

 (７) 茨城県医薬工業会の代表  

 (８) 日本ジェネリック製薬協会の代表 

 (９) 関東信越厚生局茨城事務所の代表 

 (10) 茨城県国民健康保険団体連合会の代表    

 (11) 国民健康保険者（市町村）の代表 

 (12) 茨城県後期高齢者広域連合の代表 

 (13) 県内社会保険者の代表 

 (14) 全国健康保険協会茨城支部の代表 

 (15) 茨城県消費者団体連絡会の代表    

 (16) 保健政策課国民健康保険室長 

 (17) 福祉人材・指導課課長 

 (18) 薬務課長 

 (19) その他検討会議に必要と認める者    

 

 （運 営） 

第４条 検討会議は、保健医療部長が招集する。 

２ 検討会議の議事は座長が行う。 

３ 座長に事故があるときは、予め指名する者が職務を代行する。 

 

 （ワーキング・グループ） 

第５条 検討会議における検討事項について、具体的な検討を行うため、ワーキング・グループを

設置することができる。 

 

 （事務局） 

第６条 検討会議の事務局を薬務課に置き、検討会議の庶務を処理する。 

 

   付 則 

 この要項は、令和７年４月１日から施行する。 



令和７年度茨城県後発医薬品の使用促進に係る 

ワーキング・グループ設置要領 

 

 （目 的） 

第１条 茨城県内における後発医薬品の使用促進に向けた具体的な方策等について検討す

るため、部内関係課及び関係団体等からなる茨城県後発医薬品の使用促進にかかるワー

キング・グループ（以下「WG」という。）を設置する。 

 

 （検討事項） 

第２条 WG は、以下の事項を検討する。 

 (１) 茨城県後発医薬品の使用促進検討会議から指示された事項 

 (２) 後発医薬品の使用促進に係る事業計画案の策定 

 (３) 後発医薬品の使用促進を図る具体的な方策 

 (４) 情報収集及び分析 

 (５) その他後発医薬品の使用促進に関する事項 

 

 （構 成） 

第３条 WG メンバーは、別記に掲げる団体及び課所の役職員をもって構成する。 

２ WG には、グループ・リーダーを置き、WG メンバーの互選によって定める。 

３ グループ・リーダーは、WG の業務を総括する。 

４ グループ・リーダーに事故あるときは、あらかじめグループ・リーダーの指名する者

がグループ・リーダーの職務を代行する。 

 

 （任 期） 

第４条 WG メンバーの任期は、要領の施行日から令和８年３月 31 日までとする。 

 

 （会 議） 

第５条 WG 会議は、薬務課長が招集し、グループ・リーダーが主宰する。 

２ グループ・リーダーが必要と認めるときは、WG メンバー以外の者に出席を求め、意見

を聞くことができる。 

 

 （庶 務） 

第６条 WG の庶務は、薬務課において処理する。 

 

 （その他） 

第７条 この要領に定めるもののほか、WG の運営に関し必要な事項は、WG で協議のうえ定

める。 

 

   付 則 

  この要領は、令和７年４月１日から施行する。 



別記 

 

 県医師会             １名 

 県歯科医師会           １名 

 県薬剤師会            １名 

 県病院薬剤師会          １名 

 全国健康保険協会茨城支部     １名 

 保健政策課 国民健康保険室    １名 

 福祉人材・指導課（保護担当）   １名 

 薬務課              １名  

（計８名） 


